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ふ
く
ふ
く
デ
リ
は
、
マ
ル

ト
が
製
造
・
販
売
す
る
栄
養

ギ
を
使
っ
た
特
製
生
姜
ソ
ー

ス
、
大
根
お
ろ
し
な
ど
を
添

え
た
和
風
仕
立
て
の
商
品

で
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
も

ち
麦
ご
飯
を
採
用
し
、
食
塩

量
は
２
・
４
㌘
。
「
プ
ル
コ
ギ

丼
」
は
鮮
度
の
良
い
タ
マ
ネ

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
味
自
慢

の
商
品
で
、「
健
康
に
！
」「
幸

せ
に
！
」
、
そ
し
て
、
で
き

る
限
り
多
く
の
人
に
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
「
安
く
！
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た

「
福ふ

っ
こ
う幸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
２
０
２
１（
令

和
３
）
年
か
ら
販
売
を
始
め

た
ブ
ラ
ン
ド
商
品
。
現
在
は
、

い
わ
き
市
の
減
塩
食
普
及
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
い
わ
き
ひ
と

ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
ご
ま
油
、

リ
ン
ゴ
果
汁
を
加
え
た
タ
レ

を
使
う
な
ど
し
、
素
材
の
味

を
引
き
出
し
な
が
ら
歯
ご
た

し
お
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

１
品
の
食
塩
量
を
３
㌘
以
下

に
し
た
減
塩
商
品
を
販
売
し

て
い
る
。

販
売
を
開
始
し
た
「
野
菜

か
き
揚
げ
丼
」
は
、
ナ
ス
、

イ
ン
ゲ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
の
野
菜
を
１
日

の
摂
取
量
の
３
分
の
１
に
あ

た
る
１
５
０
㌘
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
野
菜
本
来
の

甘
味
や
だ
し
汁
入
り
の
特
製

え
の
あ
る
商
品
に
仕
上
げ

た
。
食
塩
量
は
わ
ず
か
１
・

２
㌘
と
な
っ
て
い
る
。

販
売
価
格
は
、
か
き
揚
げ

丼
、
ハ
ン
バ
ー
グ
プ
レ
ー
ト

が
税
込
み
５
３
９
円
、
プ
ル

コ
ギ
丼
は
税
込
み
５
９
４
円
。

◇

販
売
開
始
に
合
わ
せ
、
マ

ル
ト
の
食
育
推
進
室
係
長
で

管
理
栄
養
士
の
小
野
寺
紅
音

さ
ん
、
市
保
健
福
祉
部
健
康

づ
く
り
推
進
課
健
康
政
策
係

長
の
清
水
泰
之
さ
ん
、
主
任

栄
養
技
師
の
木
村
繭
子
さ
ん

が
マ
ル
ト
Ｓ
Ｃ
平
尼
子
店
で

Ｐ
Ｒ
。「
野
菜
の
甘
味
や
食
べ

さ
と
は
赤
」
が
26
日
午
後
２

時
か
ら
、
平
字
田
町
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
「
い
わ
き
バ
ロ
ウ

ズ
」
で
開
か
れ
る
。

三
原
さ
ん
は
い
わ
き
光
洋

高
時
代
か
ら
短
歌
を
始
め
、

い
わ
き
に
ゆ
か
り
の
あ

る
、
双
葉
郡
浪
江
町
出
身
の

歌
人
三
原
由
起
子
さ
ん
＝
東

京
都
＝
と
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の

四
家
卯
大
さ
ん
＝
同
＝
に
よ

る
短
歌
朗
読
ラ
イ
ブ
「
ふ
る

る
。
現
在
は
現
代
歌
人
協
会

会
員
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
参

与
な
ど
を
務
め
る
。

四
家
さ
ん
は
江
名
に
ゆ
か

り
が
あ
り
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ

プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
、
即
興
音
楽

と
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活

躍
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
即
興

を
取
り
入
れ
た
演
奏
ス
タ
イ

ル
も
得
意
と
し
、
今
ス
テ
ー

ジ
で
は
三
原
さ
ん
の
朗
読
に

合
わ
せ
、
特
別
な
空
間
を
演

出
す
る
。

前
売
券
は
３
０
０
０

円
、

当

日

券

３

５

０

０

円
（

当

日

１

ド

リ

ン

ク

６
０
０
円
別
途
必
要
）
。
チ

ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
公
式
サ
イ
ト

＝

https://tiget.net/

events/461740

＝
か
ら
。

タ
レ
で
少
な
い
塩
分
で
も
満

足
で
き
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に

今
回
の
ラ
イ
ブ
の
タ
イ
ト
ル

で
も
あ
る
、
第
一
歌
集
「
ふ

る
さ
と
は
赤
」
（
本
阿
弥
書

店
）
を
出
版
。
21
年
に
新
装

版
歌
集
「
ふ
る
さ
と
は
赤
」

（
同
）
、
翌
年
に
は
第
二
歌
集

「
土
地
に
呼
ば
れ
る
」（
同
）

を
上じ
ょ
う
し梓
す
る
ほ
か
、
本
市
開

催
の
表
現
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

協
力
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
。
江

戸
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を

持
つ
会
津
東
山
芸
妓
の
華
や

か
な
舞
、唄
と
共
に
、い
わ
き
、

福
島
の
食
を
提
供
す
る
。
料

金
は
男
性
３
万
円
、
女
性
２

万
７
千
円（
ど
ち
ら
も
サ
ー
ビ

ス
料
・
消
費
税
込
み
）。
４
月

30
日
ま
で
の
申
し
込
み
は
早

割
特
典
と
し
て
、
一
人
２
千

円
を
割
り
引
く
。

今
回
は
浴
衣
で
装
い
も
新

た
な
東
山
芸
妓
衆
を
招
き
、

会
津
若
松
の
奥
座
敷
、
東
山

温
泉
の
芸
妓
衆
が
受
け
継
ぐ

伝
統
の
宴
会
芸
に
触
れ
な
が

ら
、
会
津
の
味
覚
と
い
わ
き

の
誇
る〝
常
磐
も
の
〞、
そ
し

て「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」
で
も
注
目
を
集
め
る
発

酵
食
を
、
同
ホ
テ
ル
の
会
席

料
理
で
楽
し
め
る
。

予
約
と
問
い
合
わ
せ
は
、

同
ホ
テ
ル
＝
電
話（
35
）
３
３

７
５
＝
ま
で
。

し
た
。
多
様
な
食
感
で
噛か

む

回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
お

腹
を
満
た
し
て
も
ら
う
と
い

う
意
図
も
加
え
た
。
食
塩
量

は
１
・
８
㌘
。

「
ハ
ン
バ
ー
グ
プ
レ
ー
ト
」

は
、
み
じ
ん
切
り
の
タ
マ
ネ

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
の
国

指
定
重
要
文
化
財
・
旧
高

松
宮
翁
島
別
邸
「
県
迎
賓

館
」
の
「
令
和
８
年

特

別
公
開
」
が
、
５
月
１
日

か
ら
始
ま
る
。
完
全
予
約

制
で
、
公
開
は
同
月
10
日

ま
で
。

国
指
定
重
要
文
化
財

「
天
鏡
閣
」
に
近
接
す
る

県
迎
賓
館
（
旧
高
松
宮
翁

島
別
邸
）
は
、
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
に
皇
族
の

別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
、

自
然
の
景
観
を
庭
園
に
見

立
て
た
純
日
本
風
の
た
た

ず
ま
い
は
、
洋
風
建
築
別

邸
の
天
鏡
閣
と
と
も
に
、

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

12
月
、
県
に
贈
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
昭
和
天
皇
も
ご

訪
問
さ
れ
て
い
る
。

所
要
時
間
は
２
時
間
程

度
、
午
前
９
時
50
分
に

天
鏡
閣
で
受
付
し
た
あ

と
、
食
堂
の
間
で
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

み
、
天
鏡
閣
を
自
由
に
見

学
で
き
る
。
引
き
続
き
、

県
迎
賓
館
内
の
ガ
イ
ド
付

き
見
学
会
と
な
る
。

参
加
は
希
望
日
の
２
日

前
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
、
先
着
順
。
定
員
は
各

日
14
人
。
料
金
は
入
館
料

込
み
で
一
般
１
２
０
０

円
、
高
校
生
１
０
４
０
円
、

小
中
学
生
９
３
０
円
（
い

ず
れ
も
税
込
み
）
。
小
学

生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が

必
要
。

ま
た
６
月
１
〜
14
日
、

７
月
１
〜
12
日
、
８
月
21

〜
23
日
、
９
月
12
〜
30
日
、

10
月
２
〜
31
日
、
11
月
１

〜
３
日
ま
で
の
期
間
、
そ

れ
ぞ
れ
特
別
公
開
と
な

る
。
た
だ
し
９
月
27
日
、

10
月
18
日
、
11
月
３
日
は

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
き
、

観
覧
順
序
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
異
な
る
。

申
し
込
み
は
県
迎
賓

館

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

＝

https://tif.ne.jp/

geihinkan/

＝
ま
た
は

電
話
＝
０
２
４
２
（
65
）

２
８
１
１
＝
ま
で
。

「令和８年　特別公開」を知らせるチラシ
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来
月
１

日
か
ら

減
塩
食
の
お
弁
当
３
種
販
売

」ࢢ
͍
Θ
͖
ͻ
と
͠
͓
」̫
Ϛ
ϧ
τ

市
内
、茨
城
��
店
舗
で

̑
݄
��

日
·
で

い
わ
き
市
と
茨
城
県
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
マ
ル
ト

（
本
社
・
勿
来
町
窪
田
、
安
島
浩
代
表
取
締
役
社
長
）
は
17
日
、
同
社
の
薬
剤
師

と
管
理
栄
養
士
、
総
菜
バ
イ
ヤ
ー
が
監
修
し
た
減
塩
商
品
「
ふ
く
ふ
く
デ
リ
」
ブ

ラ
ン
ド
の
２
０
２
６
年
度
第
１
弾
と
し
て
、
「
１
／
３
日
分
の
野
菜
か
き
揚
げ
丼
」

「
生
姜
ソ
ー
ス
の
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
プ
レ
ー
ト
」
「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
野
菜
の
甘
辛
プ

ル
コ
ギ
丼
」
の
３
品
の
販
売
を
25
店
舗
で
開
始
し
た
。
５
月
15
日
ま
で
。

Ｓ
Ｃ
平
尼
子
店
で
新
商
品

の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

木
村
、
小
野
寺
、
清
水
さ

ん
（
左
か
ら
）

「
ふ
く
ふ
く
デ
リ
」
第
一

弾
の「
野
菜
か
き
揚
げ
丼
」

「
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
プ
レ

ー
ト
」「
甘
辛
プ
ル
コ
ギ
丼
」

（
右
上
か
ら
時
計
回
り
）
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会「
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歌
朗
読
会「
ふ
る
さ
と
は
赤
」

歌
朗
読
会「
ふ
る
さ
と
は
赤
」

短
歌
朗
読
会「
ふ
る
さ
と
は
赤
」

短
歌
朗
読
会「
ふ
る
さ
と
は
赤
」

��
日
・
バ

ロ
ウ
ズ
で

本
市
ゆ
か
り
三
原
、四
家
さ
ん

26
日
開
催

の
「
ふ
る

さ
と
は

赤
」
朗
読

ラ
イ
ブ
を

告
知
す
る

チ
ラ
シ

す
る
な
ど
精

力
的
に
活
動

を
続
け
て
い

東山芸妓の伝統芸満喫
会津、本市の食と共に

来月30日・椿山荘
参加申し込み受付

東
山
芸
妓
の
夕
べ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
チ
ラ
シ

い
わ
き
市
内
の
取
扱
店
舗

は
次
の
通
り
。

Ｓ
Ｃ
窪
田
店

玉
川
店

平
白
土
店

Ｓ
Ｃ
中
岡
店

泉
店

Ｓ
Ｃ
湯
長
谷
店

四

倉
店

Ｓ
Ｃ
君
ケ
塚
店

好

間
店

Ｓ
Ｃ
高
坂
店

岡
小

名
店

Ｓ
Ｃ
城
東
店

Ｓ
Ｃ

草
野
店

Ｓ
Ｃ
平
尼
子
店

Ｓ
Ｃ
湯
本
店

応
え
、
試
作
を
重
ね
た
生
姜

の
ソ
ー
ス
な
ど
、
わ
ず
か
な

食
塩
な
が
ら
濃
い
味
が
楽
し

め
る
料
理
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
呼
び
掛
け
た
。

時
半
か
ら
、
平
字
一
町
目
の

い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

椿
山
荘
３
階
ア
ゼ
リ
ア
で
開

か
れ
る
。現
在
、参
加
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
い

わ
き
、
会
津
若
松
両
商
工
会

議
所
の
後
援
。
東
日
本
旅
客

鉄
道
い
わ
き
統
括
セ
ン
タ
ー

「
い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
椿
山
荘
で
愉
し
む
東
山
芸げ

い

妓こ

の
夕
べ
〜
初
夏
を
味
わ
い

会
津
の
お
も
て
な
し
に
酔

う
〜
」
が
５
月
30
日
午
後
４




